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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは、日本や米国の入試選抜の実情を調査した研究と、入試に必要とされ
る数量的資料の統計的取り扱いに関する研究とに大別される。調査研究として、アメリカのいくつかの大学のアドミッ
ションズオフィスと日本の大学のアドミッションセンターを訪問し、議論し、その議論をもとに現在抱えている問題や
将来への展望についてまとめた。大学入試におけるテスト得点の解析については、ベイズ階層モデルアプローチを採用
し、項目反応理論モデルを開発した。

研究成果の概要（英文）：The project consists of both researches about current undergraduate admission proc
edures in the U.S. and Japan as well as proposed new statistical tools to improve the admission process. A
 number of admissions offices in the U.S. and admission centers in Japan were investigated and current iss
ues and future directions are summarized. A Bayesian hierarchical approach was employed to develop Item Re
sponse Theory (IRT) models to analyze admission data.
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１． 研究開始当初の背景 
 
大学入試に対する意見が主観的にすぎ、デ
ータに基づく冷静な議論がなされないこと
への反省から、意思決定の理論的枠組によっ
て入試の問題にアプローチすることを考え
た。意思決定理論によって、大学入試の合否
という個人にとっても社会にとっても影響
力の大きい決定プロセスの長短を大局的に
論じ、かつ、その意思決定プロセスの最適化
に寄与する調査や、必要とされる統計手法の
開発を志向した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究プロジェクトの目的は、意思決定
システムの一つとして、入試選抜において
最小限必要とされることを明らかにし、ま
た入試をより良くするために望まれる手続
きをまとめることである。本研究の最終的
な目的は、一般的なテストに関するスタン
ダードを援用し、入試選抜の社会的意義や
歴史を十分に考慮した広いパースペクティ
ヴから、入学選抜システムのガイドライン
を作成する試みである。このガイドライン
は、入試選抜システムをいくつかのステッ
プに分け、各ステップにおいて必要とされ
る、あるいは望ましい手続きをまとめたも
のである。選抜主体の大学を、（i）入試が
競争的で選抜を主目的とする場合、（ii）競
争率はそれほど高くないが、学力の達成度
を中心に選抜する場合、（iii）競争率がそれ
ほど高くなく、潜在的な能力と多様性を重
視して、個性的な学生を選択したい場合、
（iv）競争率が低く、入学後の教育指導の
方策を立てることが入試の目的である場合
の 4つの類型に分けて、ガイドラインを提
示する。 
 
３． 研究の方法 
 
問題に応じて、異なるアプローチがとられ
ている。(1)公表されている入試関連のデー
タを広く収集し、大学入試の動向をしらべる。
(2)アメリカのアドミッションズオフィスを
実際に訪問し、担当者と面談し、知見をまと
める。(3)同様に、日本のアドミッションセ
ンターを訪問し、担当者と議論し、将来の方
向性をまとめる。(4)実際の入試データを分
析し、選抜システムの改善を図る。(5)ベイ
ズ的意思決定論の枠組みから、大学入試の改
善の方策について提言する。(6)ベイズ階層
モデルの観点から、入試データの解析に役立
つ統計手法を開発する。 

 

４．研究成果 

主要な研究成果を項目ごとにまとめて記
す。 
【入試資料の妥当性の指標の開発】大学入

試の妥当性は、その意思決定の結果が妥当で
あったかが問われるのであって、理論的な妥
当性が問われるのではない。その観点から、
標本の情報価値(EVSI)を結果的妥当性の指
標とすること、および、他意的な効用評価の
方法(多属性の効用の評価の統合と、一対比
較法の拡張)を提案した。 
 
【国内アドミッションセンターの訪問調
査】国内の 5つの大学のアドミッションセン
ターを訪問調査し、大学入試においてセンタ
ーがどのような役割を果たしているか、また、
そのような現状の問題点と将来展望につい
て、担当者の意見をまとめた。 
 
【米国アドミッションズ･オフィスの訪問
調査】米国における選抜性の高い 4大学、ペ
ンシルバニア州立大学、ブラウン大学、ボス
トン大学、ハーバード大学のアドミッション
ズ･オフィスを訪問し、(1)アドミッションポ
リシー、(2)オフィスの持つ権限、(3)組織、
(4)入学者選抜プロセス、(5)入学者選抜以外
の役割などについて調査した。 
 
 【ベイズ階層モデルによる統計手法の開発】
テスト得点や効用表価値を観測変数として、
そのモデル(項目反応モデル)を作り、そのパ
ラメータの構造や、そのモデルに含まれる潜
在変数の階層構造を階層モデルとして統合
する分析モデルを構築した。例えば、潜在ク
ラスに分けながら、因子分析をするモデルや、
個々人の効用を統合するプロセスを組み込
んだベイジアン的 AHP モデルを提案した。 
 
【小論文試験結果分析】 小論文試験は，
国公立大学の約8割において実施されている。
小論文試験と教科・科目試験との関連を調べ
るため，複数の小論文試験と大学入試センタ
ー試験 の主要 8 科目に解答してもらう実験
を行った。 
 その結果，小論文試験の課題間での相関係
数は中程度であり，課題内容によって受験生
の小論文得点が左右されることが分かった。
また，因子分析の結果，小論文試験は文系科
目とやや近いものの，教科・科目型試験とは
異なる能力を測っていることが示唆された。 
   
【中国の大学入試試験（数学）とセンター
試験（数学）との比較】 中国で大学入学試
験として統一的に実施されている試験の数
学とセンター試験 の数学と同一受験者に解
答してもらい，両者の比較を行った。その結
果，中国の試験とセンター試験とでは出題形
式が異なるものの，同じような数学の能力を
測定していることが分かった。また，アンケ
ート結果よりセンター試験の方が数学を苦
手とする受験生にも解答しやすい形式であ
ることが示された。 
 
【入学試験の信頼性】 入試選抜試験が適



切に機能するためには、学力などの意図した
測定概念を、適正に測定できることが肝要で
ある。この度合いを定量的に評価するために、
テストの信頼性と、テスト得点に影響を及ぼ
す要因の効果量の統計学的推定が問題とな
る。 
 信頼性に関しては、クロンバックのα係数
が古典的な指標であったが、近年よりよい指
標が存在するという報告が増えていた。そこ
で、これまでに提案されている複数の指標を
大規模な数値シミュレーションを用いて評
価した。結果として、因子分析モデルや項目
反応モデルなど、真のモデル構造が得られて
いる場合には、構造方程式モデリングを用い
た信頼性の推定がバイアスが小さく推奨で
きることがわかった。 
 
 【テスト得点の効果量】テスト得点に影響
を与えるであろう複数の要因間で比較検討
をする場合には、要因の効果量を偏りなく推
定できることが重要である。分散説明率に対
応する標本効果量はイータ2乗がよく利用さ
れるが、とくに小標本でバイアスが大きいと
いう報告もあった。そこで小標本下における
複数の標本効果量の挙動を比較したところ、
イプシロン2乗がもっともバイアスが小さく、
よい性質を持つ標本効果量であることが示
された。こうした統計学的な方法論の研究の
進展により、テストの信頼性や効果量の推定
において利用できる、よい性質をもった推定
量が明らかになった。 
 
 
 【入試データの統計量･集計表】統計分析
に係る研究の多くは，確率モデルとそれに基
づく推論方法に焦点をあてている。しかし，
実務上必要になるデータ分析作業において
は，より素朴な集計作業や作表，層別などの
操作が，かなりの部分を占めている。これら
の作業は，それ自体は単純であるが，データ
の仕様や背景情報に配慮しながら妥当な分
析を行うことは，必ずしも容易ではない。こ
こでは，実務上頻繁に現れる統計量の導出と
集計表の作表を，記号処理言語(Prolog)によ
って記述された XML パーザを用いて，効果的
に行う方法を示した。また，併せて Judea 
Pearl らによって提唱されたグラフィカルモ
デルにおける識別可能性（統計的影響関係の
妥当な推論が一部の未観測変数の存在にも
係らず可能であること）を配慮した集計の方
法についても示した。 
 
【入試データの非線形因子分析】欠測に対
応した非線形因子分析を，一部共通受験者の
ある大学入試センター試験モニター調査の
テスト得点に適用することにより，共通受験
者についての情報が事実上利用できない異
なる年度の試験問題の難易度の比較を試み
た。具体的には，ある年度の英語追試験問題
をアンカーテストとして利用し，当該年度の

本試験と翌年度の本試験との難易度の比較
を行った。モニター調査参加者(大学 1年生）
は，センター実受験者集団と比較すると，か
なり高い成績の者から構成されるため，得点
分布は実受験者とは大きく異なる。しかし，
アンカーテストを用いることにより，実受験
者における２つの試験の難易度の違いを良
く予測することができた。 
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